
1983年出上の木簡

滋
賀
。
北
大
萱
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
北
大
萱
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
五
月
ｉ
八
月
、　
〓

一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
草
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
居
　
朗

５
　
遠退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
、
平
安
時
代
後
期
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

北
大
萱
遺
跡
は
、
草
津
市
街
地
よ
り
北
西
へ
約
ゴ
血
の
東
か
ら
西
へ
緩
慢
な

傾
斜
を
持
つ
標
高
約
八
六
ｍ
の
水
田
地
帯
に
位
置
す
る
。　
一
九
八
三
年
に
当
遺

の
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
の
遺
構
は

少
な
く
、
そ
れ
に
重
複
し
て
、
平
安
時
代
後
期
ｔ
鎌
倉
時
代
の
遺
構
が
多
く
倹

出
さ
れ
た
。
後
者
の
遺
構
と
し
て
は
、
柱
穴
、
井
戸
跡
お
よ
び
、
井
戸
か
ら
く

み
上
げ
た
水
を
溜
め
た
と
考
え
ら
れ
る
長
楕
円
形
の
上
羨
等
が
あ
り
、
木
簡
は
、

そ
の
う
ち
の
長
楕
円
形
土
羨
よ
り
出
上
し
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「　
　
□
□
聖
女
明
年
二
月
　
　
　
剛
酌
納
所
□

右
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了

（中∞］）
×
（］∞）
×
］　　〇∞μ

「
聖
」
は
、
赤
外
線
透
視
に
よ
り
判
明
し
た
。
「
可
南
」
に
つ
い
て
は
、
文
字

が
右
端
に
寄

っ
て
い
る
た
め
巽
ｒ
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
次
の

「
納
所
」
と
は
、

古
代
末
に
律
令
制
が
崩
壊
し
て
い
く
過
程
で
、
正
規

の
徴
税
機
関
に
代
わ
り
、

各
地
に
出
現
し
た
年
貢
米
等
の
収
納
所
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
木
簡
は
、
年

貢
の
納
期
で
あ

っ
た
翌
年
二
月
に
向
け
て
の
年
貢
米
等
に
付
け
ら
れ
た
付
札
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
納
所
」

の
上
の
二
文
字
は
地
名
の
可
能
性
が
強
く
、

近
く
に
穴
村
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
阿
酌
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（藤
居
　
朗
）
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や》

帥
代
を
中
心
と
す
る

Ｆ
ｖぎ添
嗣
γ
餘
知
織
部
令レ
ノ臼
鈍
場
都東―
時
期
の遺
物
の散

ご
い
く
一預
裁
馘
冷
ふと＼
ン
慈
僚
布
が
認
め
ら
れ
て

と
ロ

お
り
、
当
該
時
期

前
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ




